
研究にかかわる
学問分野と研究内容

◎水の循環について研究する水文学・河川工学をベー
スに、水資源の保全や、洪水・環境対策などの解明・
解決を目指す。河川は気象や地質などの要因により状
態がさまざまに変化する上、一つの河川が複数の国を
通過することが珍しくない。そのため、水管理には政
治的配慮も必要となる。また、環境汚染や感染病との
かかわりも密接だ。研究では、環境工学、地域計画、
生態学、疫学などの諸分野との連携が欠かせない。

すいもん

未来をつくる大学 の研究室
最先端の研究を大学の先生が誌上講義！

26

水はすべての生命の源であり、河川は人類の文明を支える重要な資源の一つである。しかし、その

水も時として洪水や水質汚染などにより人々の生活を脅かす。山梨大の砂田憲吾教授は、国内外の

河川を対象として水の流れや循環について研究し、安全対策や環境保全、水資源の確保などの課題

解決に取り組む。これまで積み重ねてきた富士川の研究成果を生かし、研究対象を国内にとどまら

せずアジア各国にも広げている。気象学や環境学、社会・経済学など他分野との連携も活発だ。

大学院生の
主な出身分野

工学

環境学

◎修士課程の大学院生の
約９０％は工学部出身者。
博士課程には、環境工学
などの研究者やアジア地
域（インドネシア、ネパ
ールなど）から来た研究
者も多い。

研究成果と
社会のかかわり

災害の軽減

◎洪水災害の軽減、環境
汚染物質の流出防止、水
管理政策・公衆衛生政策
のための実証データの提
供、河川工学に精通した
人材の育成などを進め
る。

行政への提言

水環境改善

洪水災害防止

水資源確保

流域地域計画

など

健康リスク回避

富士川の治水の仕組みを生かし
アジア各地の水問題解決に挑む

山梨大　国際流域環境研究センター　砂田憲吾研究室

フローチャートで分かる砂田研究室

土木工学

社会・
経済学

水工学
水理学

気象学

水文学・
水資源学
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　水や川の管理・制御は、人々の安全や健康に欠かせません。しかし、その研究には華々
しさはありません。水文学や河川工学を志す人には、「自分がやらなければ誰がやる」とい
うくらいの正義感やボランティア精神が必要です。また、水文学の応用には政治や経済など、
さまざまな要因が絡み合うため、定説や常識に疑問を持つ批判的な精神を持つことや、世
の中の仕組みに思いを馳せることも大切になります。
　更に、諸外国の福祉に貢献し得る専門知識が無くてはいけません。かつて、アジア各国
に日本人が「支援」という名目で行くだけで喜ばれた時期がありました。今やアジア諸国の
研究は大きく進歩し、日本を超える日も遠からずやって来るでしょう。専門分野の研究を通
して、日本とアジア諸国とで協働し、相互の繁栄に貢献したいという気持ちを持ち続けられ
る人材が求められていくと思います。
　グローバルに活躍するためには英語力も欠かせません。外国の人々とコミュニケーション
を取り、良い関係を築いていく必要があるからです。

「人の役に立ちたい」と本気で思えるかが大切
水工学分野が求める学生像

常識に疑問を持てる 社会の仕組みに興味がある

正義感・使命感が強い

現在の学問では、異なる分野との共同研究が日常的に行われていま
す。研究者には専門に偏らない幅広い教養が求められます。ただし、

それは自身の専門があってのこと。専門分野を極めた上で、それを軸に出来るだけさまざまな分
野に視野を広げ、貪欲に知識を吸収してほしいと思います。

高校生へのメッセージ

　

私
は
高
校
時
代
、

国
語
や
社
会
が
得
意

な
ど
ち
ら
か
と
言
え

ば
文
系
人
間
で
し
た
。

な
ぜ
理
系
の
土
木
分

野
に
進
ん
だ
の
か
と

い
う
と
、
何
よ
り
も

「
社
会
に
直
接
役
に

立
つ
仕
事
を
し
た
い
」と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

土
木
は
、
橋
や
建
築
物
を
研
究
す
る
構

造
系
、
土
質
や
基
礎
工
な
ど
を
扱
う
地
盤

系
、
土
木
計
画
や
国
土
計
画
な
ど
を
研
究

す
る
計
画
系
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に

分
か
れ
ま
す
。
中
で
も
、
水
を
研
究
対
象

と
す
る
水
理
学
や
河
川
工
学
は
他
分
野
に

比
べ
て
研
究
に
取
り
つ
き
に
く
い
と
い
わ

れ
、
当
時
、
専
攻
す
る
学
生
が
あ
ま
り
い

ま
せ
ん
で
し
た
。「
ど
う
せ
な
ら
ほ
か
の

人
と
は
違
う
こ
と
を
し
た
い
」
と
考
え
、

私
は
水
工
学
の
分
野
に
進
ん
だ
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
水
の
速
さ
や
圧
力
な
ど
水
に

つ
い
て
研
究
す
る
う
ち
に
、
こ
の
研
究
を

社
会
で
生
か
す
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の

か
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
水
の
流

れ
を
物
理
的
に
解
明
す
る
だ
け
で
な
く
、

川
や
水
の
研
究
を
通
じ
て
直
接
、
人
々
の

生
活
や
福
祉
に
貢
献
し
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
研
究
者
を

目
指
す
際
に
は
、
雨
量
と
川
の
流
れ
の
関

係
、
効
果
的
な
河
川
対
策
な
ど
、
水
の
循

環
を
研
究
対
象
と
す
る
水
文
学
（
す
い
も

ん
が
く
）
を
追
究
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

当
時
は
ま
だ
新
し
い
学
問
領
域
で
「
み
ず

ぶ
ん
が
く
」
と
間
違
え
て
読
む
人
も
い
ま

し
た
。
研
究
者
が
少
な
か
っ
た
こ
と
に
か

え
っ
て
意
欲
を
か
き
立
て
ら
れ
、
新
し
い

分
野
に
身
を
投
じ
る
決
心
を
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
研
究
し
た

の
は
、
地
元
・
甲
府

盆
地
を
南
北
に
縦
断

す
る
「
富
士
川
」
で

す
。
稲
作
や
水
運
に

よ
り
人
々
の
生
活
を

支
え
る
一
方
、
日
本

有
数
の
急
流
河
川
で
、

過
去
に
何
度
も
氾は

ん

濫ら
ん

し
、
地
域
の
人
々
に

災
い
を
も
た
ら
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
富

士
川
の
流
れ
や
制
御
、
雨
や
土
砂
と
の
関

係
に
つ
い
て
研
究
し
た
の
で
す
。

　

研
究
を
続
け
る
う
ち
に
、
歴
史
に
も
目

を
向
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

戦
国
時
代
に
甲
斐
を
治
め
て
い
た
武
田
信

玄
は
、
民
政
に
優
れ
た
手
腕
を
発
揮
し
ま

し
た
が
、
河
川
対
策
も
そ
の
一
つ
で
し
た
。

富
士
川
の
本
川
で
あ
る
釜
無
川
に
堤
防
を

築
い
た
り
、
川
の
付
け
替
え
工
事
を
行
う

研究を志したきっかけ

人の生活や福祉に
貢献できる
仕事がしたい

研究内容

武田信玄の優れた
河川対策を

科学的に検証

砂
田
憲
吾
　

教
授 

S
u
n
a
d
a
 
K
e
n
g
o

山
梨
大
大
学
院
教
授
。
国
際
流
域
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
長
。
山
梨
大
大
学
院
工
学
研

究
科
土
木
工
学
専
攻
修
了
。
山
梨
大
助
手
、
東
京
工
業
大
助
手
、
山
梨
大
助
教
授
、

ア
リ
ゾ
ナ
大
客
員
研
究
員
、
山
梨
大
教
授
な
ど
を
経
て
、
現
職
。
専
門
は
水
文
学
、
河

川
工
学
。
現
在
、
水
文
・
水
資
源
学
会
会
長
、
山
梨
大
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム

拠
点
リ
ー
ダ
ー
も
務
め
る
。
編
著
書
に
『
ア
ジ
ア
の
流
域
水
問
題
』（
技
報
堂
出
版
）
な

ど
が
あ
る
。

1

2
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な
ど
、
河
川
の
氾
濫
に
対
し
て
果
敢
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
「
信
玄
堤
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
一
連
の
治
水
対
策
を
、
模
型
実
験
や

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
り
科
学
的
に
検

証
し
た
と
こ
ろ
、
現
代
の
技
術
と
比
較
し

て
も
そ
ん
色
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

信
玄
堤
は
甲
府
盆
地
に
発
生
す
る
激
し
い

洪
水
を
、
支
川
の
変
更
や
施
設
の
組
み
合

わ
せ
で
巧
み
に
防
い
で
お
り
、
今
日
で
も

機
能
し
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
信
玄
堤
築
造
か
ら
１
世
紀
以
上

後
に
は
、
富
士
川
河
口
近
く
に
も
優
れ
た

治
水
施
設
が
造
ら
れ
ま
し
た
。「
雁

か
り
が
ね

堤づ
つ
み」

と
呼
ば
れ
る
堤
防
で
す
。
興
味
深
い
の
は
、

こ
の
堤
防
は
川
に
沿
っ
て
直
線
的
に
築
か

れ
た
の
で
は
な
く
、
群
れ
を
な
し
て
飛
ぶ

雁
の
よ
う
な
Ｖ
字
型
の
堤
防
を
組
み
合
わ

せ
て
築
か
れ
た
こ
と
で
す
。
Ｖ
字
の
部
分

に
入
り
こ
ん
だ
水
は
反
時
計
回
り
に
渦
を

巻
き
ま
す
。
そ
の
水
が
流
れ
て
い
る
水
の

力
を
殺
し
、
堤
防
に
か
か
る
水
の
勢
い
を

弱
め
る
の
で
す
。
流
れ
る
水
を
直
接
堤
防

で
支
え
る
の
で
は
な
く
、
水
で
水
を
制
御

し
て
い
る
わ
け
で
す
。
今
か
ら
３
５
０
〜

４
５
０
年
も
前
に
こ
の
よ
う
な
技
術
が
存

在
し
た
の
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
す
。

　

２
０
０
３
年
か
ら

は
、
東
京
大
や
鳥
取

大
、
土
木
研
究
所
や

気
象
研
究
所
な
ど
と

共
同
で
、
ア
ジ
ア
地

域
の
流
域
政
策
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
ま

す
。
富
士
川
な
ど
の

研
究
実
績
が
認
め
ら
れ
、
私
が
研
究
統
括

者
と
な
り
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
各
国
か
ら
洪

水
・
水
不
足
・
水
質
・
環
境
問
題
な
ど
水

問
題
を
抱
え
る
河
川
流
域
を
選
び
、
実
態

の
把
握
と
分
析
を
進
め
、
問
題
解
決
の
た

め
の
政
策
を
提
示
す
る
の
が
目
的
で
す
。

　

研
究
の
結
果
、
水
の
管
理
に
は
、
川
の

制
御
技
術
だ
け
で
な
く
、
流
域
国
家
の
政

治
が
大
き
く
か
か
わ
り
、
体
系
的
な
計
画
、

情
報
の
共
有
、
人
材
育
成
な
ど
が
必
要
で

あ
る
こ
と
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
カ
ザ
フ

ス
タ
ン
を
経
由
し
て
ア
ラ
ル
海
に
注
ぐ
シ

ル
ダ
リ
ア
川
は
、
か
つ
て
旧
ソ
ビ
エ
ト
連

邦
を
流
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
旧
ソ

ビ
エ
ト
連
邦
が
崩
壊
し
、
新
し
い
国
が
誕

生
し
た
こ
と
で
、
河
川
の
管
理
は
流
域
各

国
に
任
さ
れ
ま
し
た
。
最
上
流
国
の
キ
ル

ギ
ス
は
、
元
々
下
流
地
域
の
夏
期
の
灌
漑

用
に
造
ら
れ
た
大
型
の
ダ
ム
貯
水
池
の
水

を
冬
期
の
発
電
用
に
独
占
し
て
し
ま
い
ま

す
。
下
流
の
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
は
冬
期
に

大
量
に
発
生
す
る
河
川
流
量
を
調
節
す
る

た
め
に
別
の
ダ
ム
に
貯
め
よ
う
と
し
ま
す

が
、
貯
め
切
れ
ず
、
一
部
は
ウ
ズ
ベ
キ
ス

タ
ン
の
塩
湖
に
流
入
し
て
い
ま
す
。
人
々

の
生
活
用
水
で
あ
る
尊
い
水
が
利
用
で
き

な
い
事
態
に
陥
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の

よ
う
に
、
河
川
管
理
に
は
政
治
的
な
問
題

も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

河
川
や
水
の
研
究
に
は
、
世
間
で
も
て

は
や
さ
れ
る
よ
う
な
華
々
し
さ
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
私
が
研
究
を
続
け
て

こ
ら
れ
た
の
は
、
学
問
の
楽
し
さ
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
自
分
の
研
究
が
人
々
の
生

活
に
直
接
役
立
つ
と
こ
ろ
を
見
ら
れ
る
か

ら
で
す
。
高
校
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
自
分

が
社
会
の
た
め
に
何
が
出
来
る
の
か
と
い

う
こ
と
に
思
い
を
馳
せ
て
、
将
来
の
進
路

を
描
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

❶
水
理
学

　

土
木
工
学
の
一
分
野
。
水
の
運
動
に
関
す

る
力
学
的
な
諸
問
題
を
扱
う
学
問
で
、
水
の

運
動
の
中
で
も
水
の
流
れ
と
波
の
二
つ
を
取

り
扱
う
。
河
川
工
学
や
水
資
源
工
学
、
農
業

工
学
な
ど
の
基
礎
。

❷
水
文
学

　

地
球
上
に
お
け
る
水
の
循
環
を
研
究
す
る

学
問
分
野
。
研
究
対
象
は
、
降
水
、
河
川
、

水
資
源
管
理
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
雨
量
や

土
質
と
の
関
係
、
人
間
活
動
の
影
響
ま
で
視

野
に
入
れ
た
領
域
が
対
象
と
な
る
。

❸
シ
ル
ダ
リ
ア
川

　

天
山
山
脈
を
水
源
と
す
る
中
央
ア
ジ
ア
最

大
級
の
川
。

❹
塩
湖

　

湖
水
の
塩
分
が
１
リ
ッ
ト
ル
中
５
０
０
ミ

リ
グ
ラ
ム
以
上
の
湖
。
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ヨ
ル

ダ
ン
に
ま
た
が
る
死
海
な
ど
が
有
名
。

3

研究内容

水管理には
技術と人材、政治が
大きくかかわる

4

写真　山梨大に設置された最新鋭の気象
レーダー。雨粒の形状までも観測が可能で、
精度の高い降水予測が出来る

用
語
解
説
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高
校
時
代
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
話
題

に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
当

初
は
機
械
工
学
に
進
も
う
と
考
え
ま
し

た
。
し
か
し
、
自
分
の
将
来
を
想
像
し
た

時
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
分
野
で
活
躍
し
て
い

る
姿
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
れ
よ
り
も
「
縁
の
下
の
力

持
ち
」
の
よ
う
に
、
人
に
は
気
付
か
れ
な

い
け
れ
ど
も
世
の
中
の
役
に
立
つ
仕
事
が

自
分
に
は
合
っ
て
い
る
と
思
い
、
土
木
工

学
に
注
目
し
ま
し
た
。

　

折
し
も
、
環
境
分
野
が
大
き
く
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
時
期
で
も
あ
り
、
土
木

と
環
境
を
併
せ
持
つ
学
部
に
進
み
た
い
と

考
え
、
山
梨
大
の
土
木
環
境
工
学
科
へ
進

学
を
決
め
ま
し
た
。

　

甲
府
市
内
に
濁

に
ご
り

川が
わ

と
い
う
都
市

河
川
が
あ
り
、
時
々
、
氾
濫
し
て

町
に
浸
水
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

修
士
課
程
１
年
次
で
は
、
濁
川
を
対
象
と

し
て
、
雨
量
か
ら
河
川
の
氾
濫
の
規
模
や

時
間
を
予
測
す
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

私
が
目
標
に
し
た
の
は
、
い
つ
ど
こ
で

氾
濫
が
起
こ
る
か
、
一
分
一
秒
で
も
早
く

予
測
す
る
こ
と
で
す
。
氾
濫
を
予
測
す
る

た
め
に
は
、
ど
こ
で
雨
が
降
っ
た
の
か
、

雨
量
や
雨
の
強
さ
は
ど
の
程
度
な
の
か
、

雨
水
が
町
に
達
す
る
ま
で
に
地
下
を
通
る

の
か
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上
を
流
れ
る
の

か
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
関
係
し
て

き
ま
す
。
計
算
方
法
を
工
夫
し
、
試
行
錯

誤
を
重
ね
る
う
ち
に
、「
何
分
後
」
と
い

う
時
間
の
予
測
よ
り
も
、氾
濫
の
「
規
模
」

に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
で
、
予
測
の
時
間

が
短
縮
で
き
る
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
そ
れ
ま
で
５０
分
か
か
っ
て
い

た
予
測
を
３０
分
に
短
縮
す
る
こ
と
が
出
来

た
の
で
す
。

　

修
士
課
程
２
年
次
か
ら
は
、
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
を
訪
れ
、
医
学
や
環
境
工
学
の
研

究
者
と
共
同
で
、
河
川
の
氾
濫
と
感
染
症

の
関
係
に
つ
い
て
調
べ
る
予
定
で
す
。
医

工
融
合
の
研
究
は
初
め
て
の
経
験
な
の

で
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
備
え
て
、
感

染
症
や
細
菌
の
基
礎
を
勉
強
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
感
染
症
が
起
こ
り
や
す
い
地

域
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
健
康
リ
ス

ク
を
考
慮
し
た
安
全
か
つ
効
率
的
な
都
市

計
画
を
推
進
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
の

が
最
終
目
標
で
す
。

　

研
究
室
に
集
ま
っ
て
い
る
人
た

ち
は
皆
、
ど
う
し
た
ら
社
会
の
役

に
立
て
る
の
か
を
真
剣
に
考
え
、
本
気
で

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
う
い
う

仲
間
た
ち
と
熱
く
語
り
合
え
る
の
は
、
私

自
身
が
進
路
を
決
め
る
時
に
、
本
気
で
将

来
に
つ
い
て
考
え
、
や
り
た
い
分
野
に
進

ん
だ
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
高
校
時
代
に

「
カ
ッ
コ
い
い
か
ら
」「
は
や
っ
て
い
る
か

ら
」
と
い
う
中
途
半
端
な
理
由
で
ロ
ボ
ッ

ト
工
学
を
選
ん
で
い
た
ら
、
本
気
で
そ
の

分
野
に
打
ち
込
ん
で
い
る
人
た
ち
と
真
剣

に
話
を
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

高
校
生
の
皆
さ
ん
も
、
自
分
の
気
持
ち

に
素
直
に
な
り
、
本
当
に
進
み
た
い
学
部

や
学
科
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
の
先
に

は
き
っ
と
、
素
晴
ら
し
い
仲
間
と
の
出
会

い
や
、
情
熱
を
傾
け
て
打
ち
込
め
る
学
問

の
世
界
が
待
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

Q

Q

Q

な
ぜ
こ
の
分
野
に

進
ん
だ
の
で
す
か

現
在
の
研
究
内
容
を

教
え
て
く
だ
さ
い

高
校
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す

A

A

A私

大学院生 が語る

気象データに基づき
河川の氾濫を予測

橋本雅和さん
Hashimoto Masakazu

山梨大大学院医学工学総合教育部
国際流域環境科学特別教育プログラム修士課程２年
〈千葉県立安房高校卒業〉

●高校時代は部活動で柔道に熱中し
ていました。同学年の部員は５人で、
初心者は私だけ。最初は投げられっ放
しでしたが、みんなに追いつこうと夢
中で練習しました。柔道では礼儀や感
謝の気持ちなど、精神面でも多くを学
びました。中でも心に残っているのは、
顧問の先生の ｢普段の生活が試合に
出る｣ という言葉です。怖い先生の前
では良い子でも、優しい先生の前では
いい加減になる。そういう人は試合で
強い相手に対してそこそこの力を出せ
ても、勝てそうな相手には見くびって、
かえって自分の力を出し切れない。い
つでも自分の柔道をするためには、普
段の生活でも常に本当の自分で勝負し
なければならない、と言われました。
　勉強も研究も同じだと思います。常
に本気で取り組むから成果が出るし、
困った時に周りの人が支えてくれる。
皆さんも本気で取り組める道を見つ
け、全力でぶつかってください。

普段の生活から
本当の自分で勝負！

の高校時代

35 June 2010


